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１　はじめに

中国産野菜は、日本の輸入生鮮野菜の
65%（平成31年（令和元年）数量ベース）
を占めており、主要輸入先国として大き
な存在である中国の野菜需給の動向は、
わが国の野菜需給にも大きく影響を与え
るものである。そこで本誌においては今
後６回にわたり、生産者から流通関係業
者、消費者まで広く関心を寄せている同
国における野菜生産と消費および輸出の
最新の動向について、報告していくこと
とする。
本稿は第１回として、残暑の折、滋養
強壮効果の高いにんにくを取り上げる。
中国産にんにくは、日本の輸入にんにく
の９割以上を占め、手軽に利用できるも
のとして広く消費者に知られているが、
本稿では主産地である山

さん

東
とう

省での聞き取
りを中心に調査した結果について、統計
データと併せて報告する。
なお、本稿中の為替レートは、1中国元

=15.3円、１米ドル=105.6円、（2020
年７月末日TTS相場）を使用した。

２　日本における中国産にんにくの位置付け

平成30年産（平成29年に植付け、30
年に収穫したもの）の日本のにんにくの作
付面積は2470ヘクタール（前年比1.6%
増）、収穫量は２万200トン（同2.4%減）
と、作付面積はわずかに増加傾向であるも
のの、主産地における単収の低迷などに起
因して、収穫量はわずかに減少傾向にある
（図１）。一方で、平成31年（令和元年）
の生鮮にんにく（注）の輸入量は２万2319
トン（同2.1%増）と、26年から６年連続
で前年を上回り、国産にんにくの収穫量を
上回る状況となっている（図２）。
平成31年（令和元年）の生鮮にんにく
の輸入量のうち、９割以上が中国産で、次
いでスペイン産となり、この２カ国で全輸
入量の98%以上を占めている。中国産の
月別の輸入量は1370トンから2130トン
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の幅で変動し、７月を中心に夏季に多い傾
向にある。輸入単価は１キログラム当たり
180~250円の間で変動しており、８月ま
では上昇基調にあったものの、９月を境に

値を下げ、以降はおおむね横ばいであった
（図３）。

注：スライス加工したものやにんにくの芽なども含み、
後述の中国税関統計のデータとは異なる。
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図２　日本の輸入先別生鮮にんにく輸入量の推移

図３　中国産生鮮にんにくの月別輸入量および輸入単価の推移（平成31年／令和元年）

図１　日本のにんにく作付面積および収穫量の推移

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）
　注：HSコード:0703.20-000

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）
　注：HSコード:0703.20-000

資料：農林水産省「野菜生産出荷統計」
　注：平成30年産は平成30年に収穫されたにんにくを示す。
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３　生産動向

（１）中国における主産地と生産概況
中国産にんにくの令和２年産の作付面
積は43万ヘクタールで、前年比約６％増
となった。主産地は山東省、河

か

南
なん

省、江
こう

蘇
そ

省で、この３省で30万ヘクタールと中国
全体の７割程度を占めている。その他代表
的な産地として河

か

北
ほく

省、四
し

川
せん

省、雲
うん

南
なん

省、
広
こう

西
せい

チワン族自治区などが挙げられ、国内
の幅広い地域で栽培されている（図４）。
同年の山東省の作付面積を見ると、18
万7000ヘクタール（前年比20%増）と
前年を大幅に上回る作付けとなった。これ
は、①平成30年産の作付面積の拡大によ
る収穫量の増加により、にんにく価格が低
迷した②これが農家の栽培意欲の低下を招
き、平成31年（令和元年）産の作付面積

は前年比で23％減少した③その結果、同
年産の収穫量は大幅に減少（前年比24%
減）し、価格が反騰した④これを受け、令
和２年産の農家の作付意欲が高まった―た
めである。また、同省の令和２年産の収穫
量は、同21％増の285万トンと大幅に増
加した（図５）。

（２�）主産地の栽培スケジュールおよび栽
培品種
山東省の気候はにんにく栽培に適してお
り、作柄は良好で、平成29年産以降、１
ヘクタール当たり15トン台の単収を維持
できている。
山東省の中でも主産地の一つであり、輸
出向けにんにくの過半を占める金

きん

郷
ごう

県での
一般的な栽培スケジュールは、９月中下旬
に圃

ほ

場
じょう

への植え付けを行い、圃場で越冬し、

図４　中国におけるにんにくの主産地

資料：農畜産業振興機構作成
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翌年６月に収穫するというサイクルとなっ
ており、植え付けから約８カ月で収穫とな
る（図６）。これは日本の主産地である青
森県とおおむね同様の栽培スケジュールと
なっている。
金郷県での主な栽培品種は３品種あり、

「金蒜３号」「金蒜４号」「金育３号」である。
うち、金蒜３号と金蒜４号は10年ほど前
から栽培されており、この２品種で金郷

県でのにんにく作付面積の75％以上を占
める。金育３号は現在、普及を目指して
作付けを推奨している品種である（表１）。
山東省の中のもう一つの主産地である蘭

らん

陵
りょう

県での主な栽培品種は「蒲棵」「糙蒜」
「高脚子」があり、蒲棵は蘭陵県でのにん
にく作付面積の80％以上を占める。この
３品種は共通してにんにくの芽の単収が高
いという特徴を持つ（表１）。
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【参考】　青森県のにんにく栽培スケジュール

資料：生産者からの聞き取りにより農畜産業振興機構作成

資料：農業・食品産業技術総合研究機構「野菜の種類別作型一覧」

平成２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１ 令和元 ２

収穫量 作付面積（右軸） （万 ）（万トン）
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図５　山東省産にんにくの作付面積および収穫量の推移

資料：山東省農業庁種植業管理処および中国蔬菜流通協会から聞き取り

図６　山東省のにんにく栽培スケジュール
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（３）生産コスト
にんにくの主要生産コストは地代と人件
費であり、令和２年産ではこの二つで生産
コスト全体の60％以上を占める。近年、
地代および人件費の上昇が生産者の収益を
圧迫しており、生産意欲の減退を招いてい
る。山東省農業庁種植業管理処によると、
近年の山東省主産地における地代の上昇幅
は1年につき10アール当たり75元（1125
円）から150元（2250円）である。また、
人件費は平成29年産の１日１人当たり
220元（3300円）から令和２年産の300
元（4500円）まで上昇し、人件費はコス

ト全体の３分の１を占めるまでに膨らんで
いる（表２）。また、農村部における若手
労働力の都市部への流出が原因で、農村で
の労働力不足がますます深刻になってい
る。現在、雇用されている農業労働者は、
45歳から60歳の女性が中心であるが、一
部の大規模生産者は収穫期の労働力確保に
苦労しており、収穫作業の遅れなどの悪影
響が出た生産者もいたとのことである。こ
のほかの生産コストは肥料費、種苗費、農
機具費などに区分される（詳細は表２の通
り）。

表１　山東省における主要栽培品種とその特徴
【金郷県】

品　種 特　　　　　　　　　　　徴

金蒜 3号および
金蒜４号

・にんにくの鱗
りん

茎
けい
（注）は大きく、形状はしっかりしており、内側と外側の二層に分かれる。

・高単収で、一般的に１ヘクタール当たり 20トン以上である。

金育 3号

・�にんにく本体と芽のいずれも生産量が多く、本体は１ヘクタール当たり 22.5 トン以上、芽は１ヘ
クタール当たり 6トン以上が期待できる。

・皮が厚く、運送時に傷がつきにくい。
・見た目が良好かつ高品質で、アミノ酸、アリシン、ビタミンの含有量が比較的高い。
・耐寒性、耐病性に優れる。

【蘭陵県】
品　種 特　　　　　　　　　　　徴

蒲棵

・蘭陵県における最も一般的な品種である。
・�白色で外皮が薄く、見た目が良好、重量は 1球当たり約 35グラムである。1球は６〜７片からなっ
ており、内側と外側の二層に分かれる。

・�にんにくの単収は1ヘクタール当たり約12〜13.5トンである。にんにくの芽の単収は1ヘクター
ル当たり約 7.5 トン。

・生育期は 240日程度で、中晩生品種に属する。耐寒性が強い。

糙蒜

・�形は丸く、外皮が白い。重量は 1球当たり約 35グラムで、４〜５片からなっている。鱗茎の 1片
が大きくて見た目が良好。

・�蒲棵より早生で、生育期は 230〜 235 日である。耐寒性は蒲棵より弱く、生育後期において早期
に枯れる傾向がある。マルチフィルム被覆の栽培に適している。

高脚子

・�形は丸く、外皮が白い。重量は 1球当たり約 35グラム以上である。おおむね 6片からなっており、
サイズが大きくて、見た目が良好。

・�にんにくの単収は 1ヘクタール当たり 13.5 トンである。芽の単収は 1ヘクタール当たり約 7.5 ト
ン。蘭陵県主要 3品種の中で単収が一番高い。

・晩生で、生育期は約 240日ぐらい。環境適応性が強く、耐寒性が強い。

資料：金郷県にんにく産業情報協会などより聞き取り
　注：地下茎の一種。多肉になった鱗状葉を多数，重なるようにつけているもの。いわゆるにんにくとして販売される部位。
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４　国内販売動向

主産地である山東省で生産されたにんに
くの約半分は国内向けに出荷され、残りの
半分が輸出向けに出荷される（図７）。平
成31年（令和元年）産は国内向け出荷量
の約45％が北京および天津地区に出荷さ
れ、約30％は東北地方や南方の大都市へ
出荷、残りの約25％は山東省内で販売さ
れた。特に、にんにくチップスは国内外で

需要が伸びているようで、国内消費量は年
間10万トン強、輸出数量は年間20万トン
強まで増加していると推定されている。
山東省寿光市にある卸売市場の寿光農産
品物流園の卸売価格を見ると、春に下がり、
冬に向けて上昇傾向で推移することが多
い。平成28年以降の５年間で、１キログ
ラム当たり1.87元（28円）から11.94元
（179円）の間で推移しており、最高価格
と最低価格との価格差は6.4倍である。平

表２　10アール当たりのにんにく生産コスト
（平成29年産と令和２年産の比較）

項目
平成 29年産 令和２年産

（元） 円換算（円） 構成比（％） （元） 円換算（円） 構成比（％）

人件費

1,800 �27,000� 29.9% �2,400� �36,000 34.9%

・栽培人件費（約 4分の 1）と収穫人件費（約 4分の 3）。
・上昇幅は毎年 10%から 15%程度。
・収穫作業は 4人から 5人で作業すると、10アール当たりおおむね 1日かかる。

地代
1,600 �24,000� 26.6% �2,100� �31,500� 30.6%

・山東省にんにくの主産区の一つである蘭陵県の例。
・近年、山東省全体では毎年 10アール当たりおおむね 75元から 150元ほど上昇。

肥料費
825 �12,375� 13.7% �990� 14,850� 14.4%

・化学肥料と自家たい肥があり、肥料費に対し、それぞれおおむね 50%ずつを占める。
・原料費の高騰により、2019 年の化学肥料の価格は 2016 年対比で 20%ほど上昇。

種苗費

1,350 �20,250� 22.4% �900� �13,500� 13.1%

・ほとんどの生産者は自家採種を行い、作付けする。
・植付密度は、10アール当たり 2250 キログラム。
・�植付用のにんにくのりん片はにんにくの価格相場の影響を受けやすく、平均価格は 2016 年に 1キログ
ラム当たり 6元だったが、2019 年には同 4元まで低下。

農機具費

180 2,700� 3.0% �210� 3,150� 3.1%

・減価償却費、リース費、燃料費などを含む。
・耕うん機、収穫機など。
・機械普及率の上昇に伴い増加傾向。

資材費

112 �1,680 1.9% �112� �1,680� 1.6%

・主にマルチフィルム購入費。
・使用量は 10アール当たり約 7500 平方メートル、単価は 1平方メートル当たり 0.15 から 0.2 元。

農薬代

75 1,125 1.2% 82� �1,230� 1.2%

・主に除草剤の購入費。
・近年、除草剤の価格はやや上昇傾向。
・雑草の薬剤抵抗性が強くなっているため、除草剤使用量も増加傾向。

その他 75 �1,125� 1.2% �75� �1,125� 1.1%

合計 6,017 90,255 100.0% 6,869 103,035 100.0%

資料：山東省農業庁種植業管理処から聞き取り
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成31年（令和元年）産の作付面積が少な
かったために同年は高値で推移していたと
ころであるが、令和２年は、春節（令和２
年は１月末）による需要増に向けて買いだ
めが行われた上、新型コロナウイルス感染
症（COVID-19）が流行したことで物流網

が混乱したこともあり、令和２年２月まで
高値が続いた。その後、交通規制の緩和に
伴い、物流が回復したため供給量が増えた
一方、COVID-19流行の影響による飲食業
界の需要減により価格は急激に下落し、平
成29年の水準にまで低下した（図８）。
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図７　山東省産にんにくの収穫量および国内仕向け出荷量の推移

資料：中国蔬菜流通協会から聞き取り
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図８　山東省におけるにんにくの平均卸売価格の例（寿光農産品物流園）

資料：中国商務省
　注：令和元年８〜12月は取扱数量が少なくデータがないため、聞き取りに基づき推計。
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図９　中国産にんにくの形態別輸出量の推移

資料：中国税関統計
　注：多い順に生鮮にんにく、乾燥にんにく、酢にんにく、塩水にんにく、冷凍にんにくである。

５　輸出動向

中国から輸出されるにんにくの形態は生
鮮にんにく、乾燥にんにく（にんにくチッ
プス）、冷凍にんにく、塩水または酢など
により漬物にした調整にんにくの５種に大
別される。内訳を見ると、平成31年（令
和元年）の輸出量は、生鮮にんにくが167
万トン、乾燥にんにくは18万トンで、そ
れぞれ総輸出量の89％、10%を占める（図
９）。同年の生鮮にんにく輸出量は前年比
6.7％減となったが、コスト増に伴う単価
上昇により、輸出金額は18.3億米ドル
（1939億8000万円）と前年比43.5%増
となった。
中国の輸出向けにんにくの50%以上は、
山東省金郷県で生産されたものが仕向けら

れている。
平成31年（令和元年）の生鮮にんにく
の輸出先内訳を見ると、約50％を東南ア
ジアに輸出しており、インドネシアが最大
の輸出相手国となっている（図10）。なお、
インドネシアの国内需要量は年間約50万
トンであるが、国内生産量は２万トン程度
であり、国内需要の大半を中国産に依存し
ている状況にある。同年の乾燥にんにくの
輸出先内訳を見ると、米国が最大の輸出相
手国となっており、次いでドイツ、日本と
なっている（図11）。
対日輸出について見ると、平成31年（令
和元年）のにんにく全体の対日輸出量は
２万6677トン（前年比1.7%増）であっ
た。形態別の内訳は、輸出量全体と同様に
生鮮にんにくの割合が多いものの、乾燥に
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図10　中国の輸出先別生鮮にんにく輸出量（平成31年／令和元年）

図11　中国の輸出先別乾燥にんにく輸出量（平成31年／令和元年）

資料：中国税関統計

資料：中国税関統計

んにくが増加傾向にあり、生鮮にんにくに
肉薄する状況となっている（図12）。同年
の生鮮にんにくの輸出量は１万1728トン
と前年比0.5%減となったものの、輸出金

額は2132万3000米ドル（22億6024万
円、単価：1キログラム当たり1.8米ドル
（191円））と前年比15. ８％高となった
（図13）。
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６　調製コスト

にんにくの調製コストも生産コストと
同様に増加傾向にあり、金郷県において
は、平成29年産に１トン当たり2691元
（4万365円）であったが、令和２年産に
は同3043元（４万5645円）にまで増加

している（表３）。内訳を見ると、人件費
が過半を占め、令和２年産には全体の６
割を超えるにまで膨らんでいる。平成29
年産の労働者の給与水準は１日、１人当
たり150元（2250円）であったが、令和
２年産には180元（2700円）と、30元
（450円）の増加となり、割合にして20％
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図12　中国産にんにくの形態別対日輸出量の推移
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図13　中国の対日にんにく輸出単価の推移

資料：中国税関統計

資料：中国税関統計
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増加している。人件費以外の費用は、近
年大きな変化がないことから、人件費の
増加が調整コストの増加に直結している
状況にある。一般的に用いられる40
フィートの冷蔵コンテナに搭載可能なに
んにく（約23トン）を調製するには、労
働者80名で3日ほど必要ということであ
る。
人件費に次いで占める割合が大きいのは
包装資材費で、1トン当たり500元（7500
円）であり、次いで設備減価償却費が１ト
ン当たり300元（4500円）となっている
ものの、この二つの費用については平成
29年産と比較して変化はない。そのほか、
管理費は20%増、水道光熱費および輸送
費は平成29年産と同額となっている。

７　おわりに

今年に入り、COVID-19の感染拡大に伴
い、価格の下落はあったものの、物流への
影響が軽微であったことから、山東省にお
けるにんにく生産および輸出への影響はそ
れほど大きくないと推定される。実際に令
和２年１月～４月の生鮮にんにくの輸出量
は51万5000トンで前年同期比23％増と
前年を大幅に上回り、輸出単価も１キログ
ラム当たり1.2米ドル（令和２年１～４月平
均：127円、前年同期比：37％増）と前年
を大幅に上回っている。近年の単価上昇の
大部分は人件費の上昇によるものであり、
今後も単価上昇の蓋

がい

然
ぜん

性が高いと想定され
るところ、引き続き人件費を中心としたコ
スト要素について注視する必要がある。

表３　１トン当たりのにんにく調製コスト
（平成29年産と令和２年産の比較）

項目
平成 29年産 令和２年産

（元） 円換算（円） 構成比（%） （元） 円換算（円） 構成比（%）

人件費
1,565 �23,475� 58.2% �1,878� �28,170� 61.7%

・�労働者の給与水準は1日、1人当たり150元（平成29年産）から180元（令和２年産）に増加。

包装資材費

500 �7,500� 18.6% �500� 7,500�� 16.4%

・主に段ボールおよびプラスチック製網袋でにんにく 1トン当たり約 500元。
・近年、価格の変化はあまりしていない。

設備減価
償却費 300 �4,500� 11.1% �300� �4,500� 9.9%

管理費
196 �2,940� 7.3% 235� �3,525� 7.7%

・1日当たり 1500 元（平成 29年産）から 1800 元（令和２年産）まで増加。

水道光熱費
100 �1,500� 3.7% �100� �1,500� 3.3%

・近年、標準的な水道料金、電気料金は変わっていない。

輸送費

30 �450� 1.1% �30� �450� 1.0%

・一般的に生産地から工場までの距離は 30キロメートル以内。
・中国国内の輸送単価は 1トン、1キロメートル当たり約 0.5 元。
・近年、標準的な輸送料金は変わっていない。

合計 2,691 40,365 100.0% 3,043 45,645 100.0%

資料：中国蔬菜流通協会および金郷県にんにく産業情報協会から聞き取り
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